
大
pt
四
叩
点
月
二
ヤ
一
回
帰
コ
一
岬
圃
鋸
噛

3
4
《
侮
同
居
一
一
同
一
日
盟
理
一
汀
)

"---.;'" 
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弘

一

酬

幸

取

給
料
税
局
側
服
部
一
刊
誌
岬
)
論
・
・
・
・
・
-
法
泉
博
士

購
買
力
平
債
設
の
一
考
察
・
・
交
問
十
一
博
士

時

削

指

附

株
式
配
営
企
の
源
泉
課
税
吻
市
川
創
刊
?
議
博
士

ι品

苑

um「
一
慣
格
形
成
の
機
構
」
の
昨
味
・

-
M
Zトー土

日
以

7
〕
ノ
ユ
コ
同
日

U
V
E
F
、
流
;
島
刷
a

!

'

五
時
紅
w
t

b
正
f
-
L
Z
1・1
F
H
H山
H
n
l
J
r
d
甲

子

J

中
位
般
の
本
質
・
・
・
・
・
4

・
・
・
川
町
河
川
f

士

雄

和

佳

帥

日

肘
一
界
的
農
業
恐
慌
靖
二
見
解
・
・
円
円
台
市
土

租
税
貰
揮
の
地
方
比
較
さ
人
口
剖
法
・

-
M
m
m
m土

需
要
弾
力
性
の
測
定
・
・

門

戸

Jrス
れ
円
日
生
計
調
査
九
占
祖
暁
百
悌
指

標

準

金

融

-

孝

一

附

鋒

近
著
外
関
経
済
雑
誌
主
要
論
題

本
誌
第
三
十
巻
総
目
録

-
経
緯
皐
士

判
明
川
市
士

法
相
辛
市
土

禁

時

高利I

田戸

汐

I，'e. 

益r::11柴

田谷間

載f呆iE
馬雄画rs

同旨

雄主[1:jX

八
木
芳
之
助

中

川

典

之

助

古

問

中

小

林

正

日

村

川

達

三

財

部

静

治



車震

鋒

世
田
T
的
農
業
恐
慌
に
闘
す
る
二
見
解

手産

主暴

世
界
的
農
業
恐
慌
に
閲

す
る
こ
見
解

八

木

芳

之

助

緒

す

日

誌
に
謂
ふ
所
の
農
業
恐
慌
と
は
、
多
数
の
農
民
を
し
て
損
失

じ
図
て
農
相
留
を
失
は
し
め
、
叉
多
く
の
農
村
ぞ
荒
慶
に
踊
せ
し

む
べ
く
嚇
す
所
の
農
産
物
の
償
格
構
成
紙
態
、
蛇
に
之
よ
り
結

A
Vる
所
の
農
家
牧
入
の
損
失
欣
態
を
綿
稽
す
る
も
の
で
あ

る
M

而
じ
て
新
る
意
味
の
世
界
的
農
業
恐
慌
(
東
洋
方
面
の
米

作
地
方
を
除
く
)
lま

一
八
七
五
年
乃
至
一
九
O
O年
と
戦
後

一
九
二

O
年
以
後
と
に
於
て
起
れ
る
も
の
で
あ
る
。
此
等
二
つ

の
農
業
恐
慌
の
原
因
に
闘
し
て
は
、
既
に
多
く
の
論
争
の
在
す

る
所
で
あ
り
、
殊
じ
戦
後
の
農
業
恐
慌
の
震
の
原
因
じ
就
て
拡

向
ほ
未
決
の
問
題
に
属
す
ゐ
。
此
の
黙
に
つ
い
て
ゼ

l
リ
ン
，
ク

n
 

a
 
c
 
s
 

V

M

 

I

F

 

X
L
U
 
n
 

F
a
 
L
 

Q
J
z
 

zι 
Q
〈

d

7
t
g
 

a
c
q
 

s
H
L
 

e
 

ι
d
T
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m戸
田

町

:

I

-

j
h
哩

z

a
e
f
四
日

乱
。
聞
、
}

目

Z

W

型

a
μ
e
o
J
 

T
一
n恥
U

I

E
q
s
 

し
く
左
右
せ
ら
る
、
所
の
牧
穫
に
従
て
費
動
す
る
も
の
で
あ
る
。
池
山
M
m

d
c
l
e
 

m
E
K
M
 

?
a
a
 

m
m
m
L
 

U
m
凶

n

口

σ
h
a
e

-刈

H
u
n
'
n

山

d
汀

r

F
自
由
・
M

A
ι
h
叫

7
d
q

・
y
当

ι

吋

叫

R
町
時

間

n
町

四

s
m
s
u
 

日
比
四
拡
加

第
三
十
巻

九
六
四

第
六
時
抗

一O四

と
ス
ツ
デ
ン
ス
キ
イ
と
は
夫
々
具
れ
る
見
地
よ
り
之
巻
説
明
せ

ん
と
試
み
て
ゐ
る
。
而
し
て
雨
者
の
見
解
を
比
較
論
評
す
ゐ
は

一
亮
ピ
興
味
あ
る
こ
と
と
考
へ
ら
る
、
が
故
に
、
以
下
少
し
〈
雨

一
者
の
見
解
を
紹
介
し
っ
、
之
に
就
て
論
及
す
る
で
あ
ら
う
。

一一
一
八
七
五
年
乃
至
一
九

O
C年
の

農
業
恐
慌
に
閥
す
る
雨
者
の
見
解

t
l
リ
シ
グ
の
理
論
の
根
本
的
思
想
は
吹
の
如
く
て
あ
る
。

印
ち
農
産
物
債
格
は
、
資
本
主
義
経
済
組
織
の
下
に
於
け
る
工

業
口
問
債
格
の
如
く
、
規
則
的
循
環
及
び
遁
減
的
債
絡
景
況
に
由

て
支
配
せ
ら
ゐ
加
も
の
に
あ
ら
守
し
て
、
寧
ろ
天
候
に
由
て
著

併
し
乍
ら
大
鐙
に
於
て
農
産
物
の
償
格
費
動
は
、

一
方
未
墾
地

の
開
拓
速
度
の
如
何
仁
由
て
決
定
さ
れ
、
他
方
そ
の
購
買
力
を

高
め
叉
は
低
め
る
工
業
閣
の
経
済
扶
態
ぞ
愛
化
せ
し
む
る
所
の

歴
史
的
事
件
に
依
て
決
定
さ
れ
ム
。
ゼ

l
リ
ン
グ
は
一
八
七
五

年
乃
至
一
九
O
O年
の
農
業
恐
慌
を
全
く
未
墾
地
の
開
拓
速
度

を
以

τ説
明
せ
ん
と
し
て
ゐ
る
。
彼
は
世
界
的
農
業
譲
展
を
ば

説
明
す
る
に
、
所
謂
リ
カ
ア
ド
ウ
の
牧
穫
遁
減
法
則
を
以
て
し
‘



之
や
農
産
物
購
買
力
増
加
の
法
別

(
C
g
o
z
z
:言
者
門
戸
口
r
!

呼話
ん E
で 3
争同
長、 P
--04)己

農忌
産?
物 57
唖]

iZ2 
構言;

長5
此怠
の去T

崩 2
H艮 E
す雪
h 戸ー

揚豆
今と

に
は
、
そ
れ
は
正
常
的
朕
態
と
さ
れ
る
。
然
し
之
は
一
八
七
五
年

乃
至
一
九
0
0年
の
期
間
に
針
し
て
は
袋
首
せ
ざ
り
し
所
に
し

て
、
ゼ

l
リ
ン
グ
は
此
の
農
業
恐
慌
の
原
因
を
ア
メ
リ
カ
西
部

の
殺
作
機
張
に
由
て
芯
起
き
れ
亡
ゐ
穀
作
集
約
化
の
停
止
、
従

て
収
穫
逓
減
法
則
の
作
用
せ
ざ
り
じ
事
情
に
臨
し
て
ゐ
る
。
農

保
物
が
工
業
口
川
じ
比
し
て
共
の
購
買
力
守
劉
守
に
安
村

t
ゐ
も

そ
の
償
待
構
成
は
園
民
経
済
上
五
常
的
と
者
倣
し
作
歩
、
寧
ろ

前
記
の
農
業
恐
慌
の
褒
生
以
前
及
び
共
の
終
結
以
後
に
於
け
る

農
産
物
購
買
力
培
加
の
傾
向
が
現
は
る
、
と
き
、
始
め
て

E
常

的
欣
態
と
看
倣
し
得
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
ゐ
る
。
蓋
し
工
業

的
原
料
加
工
に
射
し
て
は
経
済
的
技
術
進
歩
に
何
等
の
限
界
が

寄
せ
ざ
る
に
反
し
、

一
定
面
積
に
於
け
る
動
植
物
の
有
機
的
生

活
慢
の
増
加
は
.
他
の
事
情
に
し
て
同
一
な
ら
ば
、
比
例
以
上
の

勢
働
及
び
資
本
財
の
支
出
に
由
て
僚
件
つ
け
ら
れ
る
か
ら
で
あ

ゐ
。
き
れ
ば
農
業
生
産
の
集
約
化
は
農
産
物
の
交
換
健
也
の
鷹

雑

銭

世
界
的
農
業
恐
慌
に
闘
す
る
二
見
解

貴
に
由

τ始
め
て
起
り
得
る
も
の
で
あ
る
。
然
し
此
の
事
は
常

に
必
ホ
し
も
農
産
物
に
劃
す
る
絶
品
割
的
債
格
騰
貴
を
意
味
す
ろ

も
の
で
は
な
い
。
農
業
生
摩
財
及
び
農
民
の
工
業
的
消
費
財
の

債
格
eq
低
廉
な
ら
し
む
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
業
生
産
費
を
培

加
せ
し
む
る
こ
と
な
く
し
て
農
業
生
直
冶
増
加
せ
し
む
る
は
工

業
の
任
務
で
あ
る
と
し
て
ゐ
b
v
ゼ

l
り
ン
グ
の
見
解
に
よ
れ

ば
、
上
述
の
期
間
に
於
け
る
不
五
常
的
債
格
欣
態
の
山
川
現
は
、

未
墾
地
開
拓
の
急
速
度
に
某
く
も
の
で
あ
り
、
-
且
つ
新
開
地
の

籾
放
終
日
日
刊
の
被
拡
に
某
〈
も
の
と
な
す
所
に
し
て
、

年
に
於
け
る
小
萎
栽
一
埼
而
積
は
六
五

O
高
へ
ク
タ
ー
ル
で
あ
つ

に
が
、
一
八
八

O
年
と
一
九
O
O年
と
に
は
夫
h

て

四

0
0

世
間
ヘ
ク
タ
ー
ル
及
び
て
七
二

O
寓
へ
ク
タ

l
ル
に
増
加
せ
る

事
賞
よ
り
之
を
立
脅
し
て
ゐ
る
ar

}

T

、L、、J

m

J

ノ

-
J
'
'
/
L、

上
漣
の
ゼ

l
リ
ン
グ
の
見
解
に
剥
し
て
ス
ツ
デ
ン
ス
キ
イ
は

之
や
論
駁
し
て
白
く
、
第
一
に
ゼ

l
リ
ン
〆
の
迎
論
は
事
貨
と

-
致
せ
ざ
る
恨
が
あ
る
、
と
す
る
。
何
と
な
れ
ば
農
業
の
集
約
化

と
粗
放
化
と
は
多
数
の
地
方
に
於
て
全
然
同
時
に
現
は
れ
し
所

に
し
て
、
且
つ
農
業
の
集
約
化
は
農
産
物
購
買
力
の
噌
加
を
無

第
三
十
港

九
六
五

第
六
時
抗

一O
五

-
J
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雑

銭

世
界
的
農
業
恐
慌
に
閲
ナ
る
二
見
解

保
件
に
前
提
と
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
農

業
生
産
及
び
農
産
物
の
債
格
変
展
は
未
墾
地
開
拓
速
度
よ
り
し

て
説
明
さ
れ
な
い
。
小
委
栽
培
の
撰
張
は
一
八
七
五
年
乃
至

九
O
O年
の
農
業
恐
慌
の
原
因
に
あ
ら
す
し
て
寧
ろ
其
の
崎
仲

現
象
で
あ
る
。
民
の
原
因
は
前
世
紀
の
後
市
に
於
て
ア
メ
リ
カ

の
農
業
ぞ
根
本
的
に
愛
革
せ
し
め
に
あ
、
且
つ
英
吉
利
よ
り
起

れ
る
産
業
革
命
に
よ
っ
て
促
さ
れ
に
る
所
の
五
大
広
る
機
械
稜

展
に
骨
格
く
も
の
に
し
て
、
前
世
紀
の
五
六
十
年
代
の
ア
メ
リ
カ

の
工
業
化
は
、
最
初
圏
内
市
場
に
於
け
る
農
康
物
の
販
路
を
開

拓
し
、
次
に
鍛
道
及
ぴ
海
運
の
完
成
を
侠
っ
て
世
界
市
場
に
於

て
共
の
販
路
を
開
拓
し
た
。
併
し
乍
ら
農
業
の
同
時
的
技
術
革

命
な
く
し
て
は
、
上
港
の
残
展
は
起
り
得
な
か
っ
に
所
で
あ
る

と
主
張
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
第
一
黙
を
立
誼
す
る
た
め
充
の
統

計
を
摩
け
て
ゐ
る
。

年

夫

農

産

物

組

産
額
指
扱

一
八
六
六
年
乃
至
一
八
七
瓦
年
一

0
0

一
八
七
六
年
乃
至
一
八
八
五
年
一
五
九

一
八
八
六
年
乃
至
一
八
九
五
年
二
O
四

一
八
九
六
年
乃
至
一
九
O
五
年
二
三
三

年

次

醐

鳴

蜘

一
八
七

O
年

一

0
0

一
八
八
O
年
一
一
一
一
一

一
八
九
O
年
一
五
一
一
一

一九
O
O
年

二

O
六

第
三
十
巻

第
六
時
机

一O
六

九
六
大
'
知
i

農
産
物
の
縮
産
額
は
耕
作
面
積
よ
り
も
念
速
に
培
加
し
て
ゐ
る
コ

之
仁
由
て
農
産
物
増
加
は
ゼ

1
リ、
J

グ
め
云
ふ
如
〈
、
農
業
の

集
約
化
ぞ
犠
牲
に
せ
る
輩
な
る
新
開
地
の
粗
放
的
開
拓
に
依
て

の
み
樫
れ
る
も
の
と
は
解
ぜ
ら
れ
な
い
と
主
張
し
て
ゐ
る
。
第

こ
の
貼
に
闘
し
で
は
ス
ツ
デ
ン
ス
キ
イ
は
農
業
機
械
の
殻
拠
点
ゼ

賛
美
し
、
南
北
椴
争
以
後
仁
於
け
る
念
法
な
る
農
業
機
械
の
稜

遣
を
引
間
し
、
之
に
曲
て
一
八
九

O
年
に
は
小
委
主
栽
堀
池
の
一

エ
ー
カ
ー
蛍
り
の
型
耕
、
杷
耕
及
び
播
種
費
用
が
一
八
三

O
年

の
夫
ド
ド
比
し
て
四
分
の
一
に
低
下
し
、
連
伽
を
以
て
す
る
揚
合

に
は
一
人
の
蛸
労
働
者
は
一
日
に
六
乃
至
二
一
プ
ず
ン
エ
ル
の
小

葵
を
打
穀
し
得
る
に
過
ぎ
ざ
る
に
、
蒸
気
打
穀
機
h
T
以
て
す
る

と
き
は
一
日
に
よ
く
二
千
プ
ツ
シ
ェ
ル
以
上
の
小
委
を
打
殺
し

得
る
と
稽
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
新
農
業
技
術
の
普
及
は
工
業
に

於
け
る
如
く
不
断
に
行
は
る
、
も
の
で
は
な
く
、
多
少
突
然
的

の
も
の
で
あ
る
。
共
の
理
由
は
削
農
業
に
於
け
る
新
技
術
の
一

般
的
普
及
に
は
通
常
永
ぎ
貫
験
期
が
先
行
す
る
。
間
新
技
術
の

持
及
は
緩
慢
で
あ
り
、
且
つ
最
初
新
技
術
は
偉
来
の
も
の
と
並

立
し
て
行
は
れ
る
が
、
新
技
術
が
蓄
技
術
を
全
然
騒
逐
し
、
共

日刊densl、y，EntwicKlungslinien der landwri臼cbaft!i山en"¥Vじ1tproduktion・(iロ
九NeltwirtchaftlichesArchiv， Bd. 31. Heft 2. Iり30.S. 474・)



の
全
刀
守
護
抑
し
符
ゐ
揚
ム
口
に
於
て
初
め
て
農
業
恐
慌
が
起
る

ら
の
で
あ
っ
て
‘

一
八
七
五
年
乃
五
一
九

0
0年
の
農
業
恐
慌

は
正
に
農
業
新
機
地
普
及
の
斯
る
川
機
に
澄
遁
せ
る
も
の
で
あ

る
左
主
張
し
て
ゐ
る
。

以
上
に
由
て
一
八
七
五
年
乃
一
全
一
九

O
O年
の
農
業
恐
慌
に

附
す
る
両
者
の
見
解
や
比
較
し
七
。
上
波
の
期
間
に
於
て
、

メ
リ
カ
農
業
が
粗
放
経
管
に
由
て
の
み
共
の
生
産
買
を
増
加
し

に
る
も
の
と
は
考
へ
ら
れ
ざ
る
も
、
叉
他
方
に
於
て
集
約
化
に

出
て
の
み
生
産
量
れ
ぞ
増
加
し
に
る
も
の
と
も
考
へ
り
わ
ゴ
ゐ
，
}

と
は
上
掲
の
統
計
よ
り
す
る
も
明
ら
か
な
る
庭
で
あ
る
。
農
業

機
械
が
ア
メ
リ
h
仁
於
て
軍
大
な
ゐ
役
目
や
門
的
ぜ
る
こ
と
は
之

を
者
過
し
得
ざ
る
も
叫

ス
ツ
デ
ン
ス
キ
イ
の
如
〈
農
業
機
械
化

の
み
よ
り
し
て
前
期
の
恐
慌
を
説
明
せ
ん
L
」
す
る
は
徐
り
に
桜

端
に
失
す
る
。

何
と
な
れ
ば
グ
メ
リ
カ
の
農
地
の
娯
町
駅
卒
は
庄

の
数
字
令
示
せ
る
か
ら
で
あ
か
。

農
地
総
面
積
(
百
前
向
エ

年

次

ー
を
単
位
と
す
)

一
八
五
O
年
一
一
一
一
一
、
。

一
ヘ
穴
O
年

一

六

三

、

一
八
七
O
年

農
地
面
積
の
擁
張
率
会
川
)

同
四
・
三

一
八
八
、
九

一
五
・
八

来量

銭

世
界
的
農
業
恐
悦
に
閥
ナ
る
二
見
解

一
八
八
O
年

一
八
九
O
年

三
八
四
、

=
一
五
七
、
六

凹
一
問
、
五

同
七
八
、
五

五

O
一ニ、

/、

五

0
・七

一五・六
五・九
五
・
四

一九
O
O
年

一九一

O
年

一
九
二

O
年

五

剖
ち
一
八
七

0
年
代
よ
り
一
九

O
O年
に
五
る
期
間
に
於
て
、

ア

込
濯
な
る
耕
地
増
加
率
ぞ
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
従
て
ゼ

l

リ
シ
グ
の
主
政
に
も
一
面
の
民
現
あ
る
こ
し
'
」
は
之
を
認
め
ざ
る

JT
得
な
い
。

一
九
二

O
年
日
後
の
農
業
恐
慌
に

闘
す
る
雨
者
の
見
解

ア
メ
リ
カ
に
於
て
は
一
九
二

O
年
の
恐
慌
以
来
、
農
業
白
の
不

況
が
問
題
と
さ
れ
て
ゐ
る
。
工
業
は
比
較
的
迅
港
に
不
況
か
ら

回
復
し
に
る
も
、
農
業
は
今
日
倫
ほ
憤
絡
下
務
に
苦
ん
で
ゐ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
農
民
が
販
費
す
る
絶
生
産
物
の
健
絡
と
彼
等
が
購

買
す
る
綿
商
品
償
格
と
の
比
率
が
一
示
す
指
数
は
、

一
九
一
四
年

乃
至
二
七
年
(
一
九

O
九
年
乃
至
一
四
年
の
比
率
ぞ
一

O
Oと

す
)
に
於
て
夫
々
、

一
O
一
、
九
五
、
九
五
、

一八、

一、
一
O
二
、
九
九
、
七
五
、
八
て
八
八
、
八
七
、
九
二
、

第
三
十
巻

第
六
時
恥

九
六
七

一O
七
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雑

世

界

的

農

業

恐

慌

に

踊

ナ

る

二

見

解

八
七
、
八
五
、
と
な
っ
て
ゐ
る
。
ま
仁
敵
洲
に
於
て
も
同
様
な

錐

現
象
が
認
め
ら
れ
る
c

此
の
農
業
不
況
の
原
因
は
何
慮
に
容
す

る
で
あ
ら
う
か
。
ゼ
l
リ
ン
グ
は
前
世
紀
の
恐
慌
の
如
く
、
移
住

地
の
粗
放
経
替
に
よ
る
込
漣
な
る
生
出
増
加
に
基
く
過
剰
生
直

い
い
之
争
闘
し
て
ゐ
な
い
3

そ
れ
は
今
日
に
在
て
は
好
都
合
な
る

気
候
や
交
遁
事
情
在
十
何
す
る
低
成
な
る
底
大
な
士
山
は
抗
い
い
寄

一ぜ

な
に
蹴
洲
一
般
の
貧
困
化
と
農
民
の
仰
市
集
中
と
じ
北
川

ハ
ド
て
、
移
住
地
に
在
て
は
農
業
務
働
に
熟
練
せ
る
山
武
力
令
布
す

る
移
住
者
を
献
く
か
ら
で
あ
か
。
夏
仁
氏
は
小
委
債
格
の
低
落

は
、
輸
出
闘
に
於
け
る
農
業
機
械
化
に
よ
る
生
産
費
の
低
下
に

も
酷
闘
し
得
な
い
と
し

τゐ
る
。
何
故
本
れ
ば
動
力
機
又
は
刈
取

打
穀
機
に
よ
る
生
産
突
の
賞
質
的
低
下
は
、
気
候
や
地
質
に
窓

れ
に
る
地
方
に
の
み
起
る
か
ら
で
あ
る
。
小
萎
栽
培
地
方
に
於

け
る
一
割
の
生
産
費
節
減
は
、
若
し
も
小
萎
の
需
要
を
超
ゆ
る

生
産
の
横
張
を
作
ふ
な
ら
ば
、
世
界
市
場
の
上
に
そ
の
作
用
品
管

及
一
は
す
で
あ
ら
う
が
、
上
述
の
機
械
化
は
牧
穫
の
培
加
を
件
ふ

も
の
で
は
な
い
。
農
業
の
機
域
化
に
よ
っ
て
よ
匂
僅
少
な
人
力

と
動
物
力
と
ぞ
以
て
同
一
面
積
の
上
地
ぞ
耕
作
し
得
る
が
、
然

第
三
十
巻

第
六
競

O 
A 

九
六
八

し
耕
作
の
急
建
な
る
掠
張
に
針
す
る
枇
曾
的
障
害
、
就
中
資
力

あ
る
移
住
者
の
不
足
は
除
去
さ
れ
る
得
る
も
の
で
は
な
い
と
し

て
る
る
。

3
れ
ば
ゼ

l
リ
ン
ゲ
は
今
日
の
農
業
不
況
の
原
因
は

之
身
農
産
物
の
生
産
方
面
に
蹴
ゼ
す
、
農
産
物
の
需
要
方
面
殊

に
厭
洲
諸
岡

ωに
業
従
業
者
の
賂
武
力
減
退
に
節
し
て
ゐ
る
。

彼
は
此
の
昨
日
力
減
少
の
徴
候
と
し
て
欠
業
庁
の
繕
鵠
的
晴

区l加1
1ト
?伐 1うL
，資本
と利
外 T・
債の
負騰
携 ilji

と
に m
師私t
し f~L
て;陰
ゐ 0)
ゐ I凶ト
V吋ll

イt~
JヰL

f
t
l
l
 

ぅ
べ
ふ
μ
H町

ス
ツ
デ
ン
ス
キ
イ
は
之
に
反
し
て
今
日
の
農
業
不
況
を
生
産

方
面
の
原
因
に
蹄
す
ゐ
。

ア
メ
リ
カ
に
於
て
は
一
九
一
七
年

l

二
二
年
乃
五
一
九
二
二
年
|
一
一
六
年
間
に
、
耕
作
面
積
は
約
一
、

二

O
O宮
内
エ
ー
カ
ー
減
少
せ
る
に
拘
ら
す
、
線
農
生
産
額
は

一
一
・
五
%
の
増
加
を
来
し
て
ゐ
る
。
従
て
m

単
位
面
積
常
り
の
生

産
力
の
増
加
は
、
此
の
期
間
に
ニ
ハ
・
五
%
ぞ
貼
唱
し
た
ニ
と
、
な

る

一
九
一
一
五
年
以
後
に
於
て
は
耕
作
面
積
は
多
少
増
加
せ
る

も
、
右
の
生
産
量
増
加
は
買
の
集
約
化
に
隠
す
べ
き
も
の
と
し

て
ゐ
る
。
而
し
て
此
の
農
業
不
況
と
集
約
化
と
の
競
合
原
因
は

之
や
生
産
傑
件
の
務
一
化
に
求
む
べ
き
ち
の
と
す
る
。
彼
は
今
日
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の
農
業
不
況
の
性
質
に
就
て
約
言
し
て
臼
ふ
、
山
今
日
の
農
業

不
況
は
一
九
二

O
年
の
恐
慌
の
軍
な
る
繕
績
で
は
な
い
。
間
今

日
の
不
況
は
寧
ろ
世
界
的
農
業
、
殊
に
穀
作
に
於
け
る
著
し
き

機
構
の
費
化
じ
導
く
所
の
重
大
な
る
農
業
恐
慌
の
端
緒
で
あ
る
。
一

旬

此

の

恐

慌

は

不

可

避

的

で

あ

り

、

一

一
九
二
五
年
の
デ
フ
レ

f

シ
ヨ
ン
及
び
恐
慌
の
出
現
と
は
開
係
な
く
、
時
之
に
因
て
促
準

卸
ち
馬
匹
使
用
に
よ
る
と
き
は
一
時
間
に
於
け
る
一
馬
カ
の
経

費
は
二
五
仙
を
要
す
る
に
、
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
と
き
は
僅
じ

六
仙
に
過
ぎ
な
い
o
夏
に
刈
取
打
穀
組
合
せ
機
首
C
E】

F
S
E
r
-
T

〈星。こ
zgro『
)
の
利
用
は
、
従
来
の
刈
取
打
殺
機
に
比
し
て
、

小
委
の
生
産
費
を
一
五
乃
至
二

O
%低
下
せ
し
め
得
た
と
し
て

ゐ
る
。

一
般
に
今
日
信
せ
ら
る
、
所
じ
よ
れ
ば
、
ト
ラ
ク
タ
ー

さ
れ
に
る
に
過
ぎ
な
い
。
同
一
今
日
の
農
業
恐
慌
の
原
凶
は
内
燃

褒
動
機
じ
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
仁
る
異
常
な
る
技
術
的
革
命
に
求

む
べ
品
げ
で
め
り
、
之
が
軍
大
牲
に
就
て
は
今
日
向
ほ
肘
人
は
正

確
な
る
概
念
を
有
せ
な
い
と
云
っ
て
ゐ
る
。
彼
は
此
の
技
術
的

革
命
を
以
て
決
し

τ妄
想
じ
あ
ら
す
と
な
し
、
事
賞
上
質
謹
さ

れ
得
る
も
の
と
し

τゐ
る
。

一
九
二
五
年
に
於
て
ア
メ
リ
b
に

於

τは
五

O
六
、
七
四
五
蓋
の
ト
ラ
ク
タ
ー
が
利
用
さ
れ
大
る

カt

一
九
二
八
年
に
は
七
六
八
、
八
一
一
五
塞
が
利
用
さ
る
加
に

一半
h

り
、
此
等
の
ト
ラ
ク
タ
ー
と
貨
物
自
動
車
と
に
よ
っ
て
、

メ
リ
カ
の
農
場
よ
り
七
五

O
寓
頭
の
馬
匹
ぞ
遊
離
せ
し
め
允
。

加
ふ
る
に
ト
ヨ
タ
タ
!
の
利
用
に
よ
り
農
業
生
産
費
は
著
し
く

低
下
し
、
農
業
生
産
力
は
大
い
に
増
加
し
に
と
一
去
っ
て
ゐ
る
。

雑

世
界
的
農
業
恐
慌
に
欄
ナ
る
二
見
解

銭

ア

は
生
産
費
を
低
下
す
る
も
生
産
量
の
増
加
を
来
七
す
も
の
に
あ

ら
か
と
さ
れ
て
ゐ
る
。
然
る
に
ス
ヅ
デ
ン
ス
キ
4
は
ト
ラ
ク
タ

ー
は
農
誕
生
産

ω法
度
冷
暗
fv
こ
と
仁
よ
っ
て
、
生
産
量
の
増

加
を
も
粛
す
も
の
と
す
る
。
耕
作
に
於
て
ト
ラ
グ
タ
!
と
馬
匹

動
力
と
が
同
一
償
値
を
有
す
る
も
の
と
す
る
も
、
前
者
に
よ
る

作
業
の
迅
蓮
と
同
時
的
耕
転
及
び
播
種
と
に
よ
っ
て
生
産
の
培

加
を
来
た
す
も
の
で
あ
る
。
ト
ラ
ク
タ
ー
は
凡
て
の
農
業
持
働

を
一
年
や
通
じ
て
遁
蛍
に
配
分
せ
し
め
る
。
ま
た
刈
取
打
殺
組

ム
口
せ
機
は
数
週
早
き
刈
取
ぞ
可
能
な
ら
し
め
、

カ
ン
サ
ス
に
於

て
は
此
の
理
由
か
ら
す
る
も
一
エ
ー
カ
ー
蛍
り
九
プ
ツ
シ
ェ
ル

の
培
牧
を
資
し
て
ゐ
る
。
新
の
如
く
農
業
経
替
の
一
部
分
に
於

け
る
ト
ラ
ク
タ
ー
の
利
用
は
、
農
業
不
況
の
原
因
で
あ
り
、
新
技

第
三
十
巻

丸
六
九

第
六
就

O 
丸
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繕

鋒

世
界
的
農
業
恐
慌
に
闘
す
る
二
見
解

術
の
競
争
は
、
農
産
物
債
格
水
準
ぞ
引
下
け
、
大
農
を
し
て
生

存
ぞ
可
能
な
ら
し
む
る
債
格
は
小
曲
践
を
破
壊
す
る
も
の
と
解
し

の
聞
に
は
次
の
如
き
本
質
的
差
異
あ
る
こ
と
争
指
摘
し
て
ゐ
る
。
一

て
ゐ
る
。

最
後
に
ス
ツ
デ
ン
ス
キ
イ
は
前
世
紀
の
農
業
恐
慌
と
今
日
の

夫
と
を
共
通
の
農
業
機
織
化
の
原
因
に
翻
す
る
も
、
向
ほ
雨
者

卸
ら
川
前
世
紀
の
農
業
恐
慌
は
牛
馬
に
よ
っ
て
翠
か
る
、
作
業

機
の
方
面
に
於
け
る
護
展
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
る
が
、
今
日

の
夫
は
褒
動
機
に
よ
り
、
第
二
次
的
に
は
勿
論
作
業
機
白
樺
の

溌
建
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
。
今
日
の
恐
慌
は
一
屠
根
深
く
、

凡
て
の
岡
の
農
業
は
共
の
全
般
に
亘
て
わ
機
的
、
技
術
的
世
に

枇
曾
的
関
係
に
於
て
焚
革
き
る
、
で
あ
ら
う
。
印
然
る
に
拘
ら

や
激
し
き
恐
慌
は
最
初
は
緩
慢
な
る
不
況
の
性
質
ぞ
帯
び
る
、

葦
し
こ
れ
は
既
仁
著
し
き
工
業
品
と
農
産
物
と
の
債
格
の
開
き

を
惹
起
せ
る
園
際
的
デ
フ
レ
イ
シ
ヨ
ン
の
直
接
結
果
と
じ
て
現

れ
た
か
ら
で
あ
る
。
間
前
世
紀
の
恐
慌
は
欧
洲
の
農
業
を
最
も

激
し
く
動
揺
せ
し
め
‘
共
の
庚
大
な
る
構
造
の
愛
化
を
促
し
た
3

然
る
仁
今
日
の
恐
慌
は
一
面
的
に
穀
作
ぞ
襲
ひ
、
此
の
理
由
よ

第
三
十
巻

九
七

O

第
六
披

O 

h

り
庚
大
な
る
牧
寄
ぞ
持
つ
敵
洲
よ
り
も
、
ア
メ
リ
カ
会
激
し
く

襲
ふ
た
。
川
間
前
世
紀
の
揚
合
に
於
て
は
唯
に
敵
洲
の
穀
物
栽
培

経
管
の
み
な
ら
す
、
新
機
械
や
採
用
し
得
ざ
る
幾
多
の
ア
メ
リ

カ
小
農
絞
替
ぞ
も
襲
ふ
た
。
然
し
此
の
恐
慌
は
主
と
し
て
地
瑚

的
針
立
関
係
中
に
現
は
れ
た
。
帥
ち
一
ア
メ
リ
カ
の
穀
物
と
欧
洲

の
夫
と
の
針
立
関
係
、
四
部
ア
メ
リ
カ
の
小
茶
と
東
部
ア
メ
リ

カ
の
小
芽
と
の
劉
立
関
係
U
於
て
明
は
れ
土
。
然
る
に
今
日
の

恐
慌
に
於
て
は
斯
る
地
理
的
封
立
闘
係
は
、
し
か
く
明
瞭
に
現

は
れ
ざ
る
所
で
あ
る
。
蓋
し
相
針
的
運
賃
は
前
世
紀
の
恐
慌
常

時
め
如
く
念
低
下
ぞ
一
不
ヨ
示
、

wqa

ろ
大
戦
後
相
針
的
騰
貴
eq
来

せ
る
か
ら
で
あ
ろ
。
然
た
に
今
日
の
農
業
恐
慌
に
於
て
は
現
存

の
農
業
範
囲
内
に
於
て
瀬
著
な
る
諸
繁
化
、
印
ち
大
島
化
、
農

主
に
於
け
る
大
資
本
力
を
擁
す
る
株
式
曾
枇
の
出
現
等
ぞ
促
し

に
と
主
践
し
て
ゐ
る
。

結-

四

国

以
上
に
於
て
ゼ

i
リ
ン
ク
と
ス
吋
J

テ
シ
ス
キ
イ
と
め
今
日
め

農
業
恐
慌
の
原
閃
に
闘
す
ゐ
所
設
ぞ
簡
輩
に
紹
介
し
七
。
前
者

Studensl.、了， a. u. O. 討・ 488. 18) 



後:は
者消
は費
農方
業面
機殊
械に
化敵
に訓1
よユ;
る~:
i邑人
雪崩l口
生め
産購
に買
之力
ぞ i設
時返
し tこ
て之
ゐを
る障
し

何
れ
も
一
面
の
真
理
ぞ
有
す
る
二
と
は
之
ぞ
争
は
れ
な
い
。
殊

に
今
日
の
農
業
不
況
は
穀
類
栽
培
地
方
に
激
し
い
。
之
は
穀
物

の
世
界
的
消
費
が
戦
後
肱
洲
及
び
ア
メ
り
カ
に
於

τ減
退
し
て

ゐ
ゐ
w

}

と
に
装
い
て
ゐ
ゐ
。

此
の
原
因
は
ゼ

i
リ
ン
グ
の
一
云

-
n
n
H
'
i
，、

J
'宜
〈

一
部
分
は
工
業
人
口
の
鱗
買
力
不
足
じ
よ
る
も
の
で

あ
る
が
、
他
方
に
於

t
一
般
闘
民
の
一
繭
祉
増
進
に
よ
る
他
の
食

料
品
(
菰
菜
、
肉
類
)
の
靖
加
に
基
〈
こ
と
も
之
を
斉
認
し
得

な
い
。
或
人
は
之
を
以
て
文
化
現
象
の
一
表
象
と
解
し
、
或
人

は
と
や
以
て
柴
養
揖
取
の
合
理
化
な
り
と
解
す
か
。
ま
た
他
方

臨
戦
時
の
穀
物
償
格
麗
貴
に
促
さ
れ
て
、
機
械
化
仁
よ
っ
て
生
産

ぞ
培
加
せ
し
め
た
る
こ
と
も
之
を
否
み
得
な
い
。
従
て
現
時
の

農
業
不
況
は
生
産
消
費
の
雨
商
の
原
因
よ
り
起
れ
る
も
の
で
あ

。、

λ

ツ
J

ア
ン
ス
キ
イ
の
如
く
農
業
機
械
化
の
み
に
よ
る
生
産

カ
の
稜
展
に
臨
し
、
更
に
今
日
の
恐
慌
を
以
て
夏
に
大
い
な
る

世
界
的
農
業
恐
慌
へ
の
序
曲
な
り
と
解
す
る
は
飴
り
に
叡
端
な

る
主
張
た
る
を
逸
れ
な
い
。
蓋
し
ア
メ
リ
カ
に
於
て
も
小
委
償

雑

錐

租
枕
責
措
白
地
方
比
較
と
人
口
割
法

格
が
生
産
費
以
下
に
低
下
す
れ
ば
漸
吹
其

ω生
産
を
紘
少
し
、

従
て
久
し
か
ら
守
し
て
需
給
の
均
衡
欣
態
ぞ
出
現
す
べ
く
、
需

要
減
返
せ
る
に
小
委
令
栽
培
す
る
と
は
考
へ
ら
れ
?
、
叉
機
械

化
に
よ
っ

τ大
経
営
の
優
越
を
促
す
と
は
農
業
本
来
の
有
機
的

生
産
の
性
質
よ
り
し
て
信
ぜ
ら
れ
守
、
叉
統
計
的
事
賓
よ
h

りす

る
も
俄
に
賛
同
し
得
ざ
る
か
ら
で
あ
る
。

第
三
十
巻

丸
七

第
六
愈
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